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本学発のベンチャー企業
で、山海嘉之教授（シス情）が社長を務めるサイ
バーダイン（本社＝つくば市学園南）は
11月７日、放
射線の被
ひばく
曝量を減らす重い
歳時記
つくば 初冬、すっかり葉が落ちた駅前の木々に、やさしい光の雪が降り積もる。厚着の子どもたちが
駆け回り、恋人たちが足を止めて美しい景色に
見とれる。（撮影・中島光夫＝情報科学類）
荒川静香さんが公開授業
人生観や職業観を語る
防護服を着ても楽に作業できるロボットスーツＨＡＬを開発したと発表した。Ｈ
けでなく、より近いところでアイスショーに触れることができるプランだ」と応えた。　
講義の最後に「自分を常
に見つめることで、自分と向き合い、今を大切に生きていくことができる。一日一日を大切にして精一杯楽しんでほしい」 とまとめた。　
この授業を受けた伊東佳
穂さん（生資２年）は「自分の将来を考える上で、いろいろなことを手抜きせずにやっていこうと思うようになった。私もバイトやサークルなど掛け持ち ているが、どれも本気でやっていきたい」と話した。
ケーターとしてさまざまなアイスショ に出演しつつ、 「フレンズ・オン・アイス」というアイスショーをプロデュースしている。講義では受講生がアイスショーのビジネスプランについて提案する企画もあった。アイスショーのチケット代は６０００円から２万円と高く、なかなか観客が集まらないという現実がある。 「アイスショーに興味がある人をボランティアで運営スタッフとして採用すれば人件費が抑え れ、チケットが安くなる」 いう受講生のプランに荒川さんは「人件費が抑えられ だ
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２００６年トリノ冬季五
輪金メダリストでプロフィギュアスケーターの荒川静香さんを講師に招いた公開授業が
11月
14日に行われ
た。荒川 は「自らの意識を高めるとは？」という表題で、自らの人生観や職業観を語った。会場となった３Ａ２０４教室 約３００人の学生や教職員で満席と り、世界の舞台で活躍した荒川さんの言葉に熱心に耳を傾けていた。
　
今回の講義は未来構想大
学講座「勇者の鼓動─未来を創るスポーツ王国論─」の一環。これまでも海洋冒険家の白石康次郎さんや元水泳選手で俳優の藤本隆宏さんなどを講師に招き、スポーツを通した起業やビジネスについての講義を行ってきた。　
荒川さんはスケートや勉
強、アルバイトなど多くのことを両立していた自身の大学時代の生活を紹介。 「自
分の努力を示すには結果を出さないといけない。自分に言い訳をして自分に甘くなることもできるが、それで結果を せるわけではい。どうすれば結果を出せるかをずっと考えていた」と話した　
また、自己評価と周囲の
評価が大きく異なり、一時期メディア嫌いになった過去も紹介。周囲と自分との評価の差に関して「周囲は順位や結果しか見ない。
分自身がやっていることを信じる力が弱い間は、周りに惑わされることが多かったが、メディアなどと向き合うことで、新しい角度か
ら対処できた」と物事に対する見方を変えるこ で、新たな可能性を知 ができると語った。　
現在荒川さんはプロのス
　
本学、理化学研究所（以
下理研） 、東京大学、富士通株式会社の研究グループがスーパーコンピュータ「京」を用いて行った研究が
11月
18日、スパコンの
ノーベル賞と称されるゴードン・ベル賞の実効性能部門で最高性能賞を受賞した。同賞は毎年行われるス
パコンの国際会議で、ハードウェアとソフトウェアの開発で最も優れた成果をあげた論文に付与される。　
受賞した論文は、朴泰祐
教授（シス情） 、高橋大介准教授（同） 、辻美和子研
究員（計算科学研究センター）らの論文「 『京』による１０００００原子シリコン・ナノワイヤの電子状態の第一原理計算」 。シリコン・ナノワイヤは次世代半導体の基幹材料で、ナノワイヤ断面 形によって電子の動き方が変わることが解明された。こ 研究り、次世代半導体を使用した回路をスパコンでシミュレーションし、 より高性能、省電力で設計することがきるようになる。　
本学は最先端スパコン上
で多数のＣＰＵを有効利用するためのプログラムや、メモリを最大限に活用するアルゴリズム、百万台規模の並列処理に耐えるラムを開発し、システムが安定して動作するための工夫や改良を２年間にわたって行ってきた。今 ４月京の一部が試験的に使えようになってからは、京のシステム上でさらに性能向
上と大規模化を進めた。　
この研究グループは「最
先端・高性能汎用スーパーコンピュータの開発利用」プロジェクト（現「ＨＰＣＩの構築」 ）開始当初の２００６年から、京の活用について共同研究を行なっており、今回 研究はその一環。　
計算科学研究センターで
は、 今回の受賞について 「研究の元となったプログラム開発と大規模化及び性能評価が、本学の研究者とスパコンによって行われ、最先端の計算科学研究における成果に結びついたことは重要な意義を持つ」 と話した。　
京は理研と富士通で共同
開発中のスパコンで、１秒間に１京回以上の計算をこなす。スパコンの総合性能を評価する「ＨＰＣチャレンジ賞」でも、４つ 部門全てで１位を獲得した。この賞でも本学はプログラムの高速化に貢献してい 。
原発での活用に期待
ＡＬはもともと歩行支援などに使われる医療・福祉用のロボットスーツで、今回開発されたの その改良モデル。今年の７月に依頼を受け、 約２カ月で開発した。いまだに事故 収束 見通しが立たない東京電力福島第一原子力発電所など、放射線量が高い場所での作業に活用されることが期待される。　
現在事故の収束作業に当
たってい 作業員が着る白い作業服は、放 性物質の肌への付着は防げても、ほとんどの放射線 遮ることができな 。だが、放射線を遮ることのできるタングステン製の防護服は重さが
40─
60㌔あり、これを着た
まま長時間作業する は困
難だった。　
改良版ＨＡＬでは、金属
の強度を上げ、重い防護服を支えるために、肩から腰にかけてフレームが追加された。足 動きに合わせて関節が曲がり、足腰 支えることで、最大
60㌔の防護
服を着ても重さを感じない。放射線被曝量はほぼ半分に減る。１回の充電で作業できる時間は、約１時間半。量産化できれば、１台あたり年間約３００万円でリースできる見込みだ　
サイバーダインでは福島
原発のがれき撤去作業など、現在でも作業員が入れる程度の放射線量でので実用化を目指している。原子炉建屋内など、はるかに放射線量が高い場所 使
用するには、頭や足も含めて全身を防護服で覆い、冷却装置をつける必要がある。同社では今後開発を進める予定だ。 山海教授は 「今のモデルでも建屋内に無人
ロボを置いてくる程度の短時間の作業なら可能。被曝量を減らすことで作業時間を長くでき、 を早 終えることにつながる」と話した。
放射線防護服の重さを支える新しいＨＡＬを紹介する山海教授
学生らに力強く語る荒川さん
スパコン「京」ゴードン・ベル賞受賞
ソフト開発に本学関わる
　
今年もつくば
マラソンが開かれた。本学には「つくばマラソン」という授業があり、毎年
２００人もの学生が受講、筆者も初 フルマラソンに挑んだ▼４時間
31分
06秒で完走した達
成感は格別だった。だが、
30㌔からは足に乳酸
がたまり、経験したことのない足の重さに苦しんだ。 「とっても楽しい
42・１９５キロでし
た」とゴール直後のインタビューで笑顔で話した２０００年五輪金メダリスト高橋尚子さんのすごさを改めて感じた▼４月。朝７時から１人で走った。練習量を増やしすぎて膝を痛め、１カ月走れなか ６月。暑さを避けて深夜に黙々と走った夏。完 するんだという気持ちが孤独な私を突き動かした▼レース中は１人ではなかった。沿道からは多くの声援声をかけ れるとなぜか力が湧いてくる。同じＴシャツを着た「つくばマラソン」の受講生 名前がわからなくても、 がんばれ」 と声を掛け合い、レース後も健闘をたたえ合った。共通体験が新たなつながりを生んだのだ▼現代は人と人との関係が希薄 「無縁社会」と言われる。だが、マラソンで感じた絆は無縁社会を打破する 望の光だと確信した。今後はいろいろな人に声をかけてみようと思う。もしかしたらその人は１カ月誰とも話をしていない か れないから。
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環境
 エネルギー分野の研究紹介
　
第５回つくば３Ｅフォー
ラム（主催＝つくば３Ｅフォーラム委員会、筑波大学）が、
11月
12、
13日につ
つくばが未来の日本に貢献できること」をテーマに、本学教員やつくば市職員、各研究機関の研究者による講演が行われた。環境問題やエネルギー問題などの対
処方法に加え、東日本大震災からの復興に対しつくば市が貢献できることを幅広く議論する機会となった。　
12日のプログラムでは、
渡邉信教授（生環）が「藻類エネルギー〜ＣＯ２排出
50％削減を目指すフロン
ティア〜」というテーマで講演を行った。藻類は他の植物に比べオイルの生産効率が高いことから、世界中
くばカピオホール（つくば市竹園）で開かれた。
12日
は「つ 環境スタイ 」を、
13日は「震災を経て、
ば市ができる貢献を議論も
藻類エネルギーの持つ可能性を語る渡邉教授
１万３５９２人が走る　エコシティー第
31回つく
ばマラソン（主催＝本学・つくば市など）が
11月
27日
に行われた。
42・１９５㌔
のフルマラソンと
10㌔の部
門が行われ、１万３５９２人のランナーが参加し、本学構内を発着点に 晩秋のつくば市内を力走した。　
フルマラソンは本学をス
タートし、北部工業団地を経由して豊里庁舎で折り返して陸上競技場へ戻るというコース。沿道では多く市民が懸命に走るランナーを応援していた　
本学からも多くの学生、
教職員が参加 た。今年で
開講
20周年となる体育専門
学群開講の自由科目「つくばマラソン」受講者はおそろいのＴシャツを着て参加、約半年の練習 成果を発揮した。受講生の中で現役・ＯＢ・ＯＧを含めて最も速くゴールした藤本祐太さん（平成
22年度体育学専
攻修了）は、 「折り返しコースだったので、道中このＴシャツを着ている受講者とすれ違うときに声をかけあって走れた。同窓会のようで楽しかった」 と話した。　
男子フルマラソンの部で
優勝した立川幸太さん（藤倉化成）は、 「
20㌔地点で
早くも疲れてしまったが、優勝できてうれ い。１位を狙うつもりはなかったので驚いている」と話した。　
今年のゲストランナーに
は、
10㌔の部（女子）で、
第 5回つくば３Ｅフォーラム
つくば発の震災復興支援を
茨城ゴールデンゴールズ監督兼内野手の片岡安祐美選手などが招かれた。片岡選手はフルマラソン スターターもつとめ、ランナーに激励を送った。
本学からも多数参加
　
ｅラーニングの優秀事例
を表彰する「第８回日本ｅ─Ｌｅａｒｎｉｎｇ大賞」 （主催＝ｅ―Ｌｅａｒｎｉｎｇ
　
Ａｗａｒｄｓ
　
フォーラム実行委員会、フジサンケイビジネスアイ）
の文部科学大臣賞が、大河内信弘教授（医学医療）小田竜也講師（同）が中心になって開発したｅラーニングプログラム「プログラムジュークボックス」に贈られた。　「プログラムジュー クボックス」は文部科学省の
「がんプロフェッショナル養成プラン」の一環として開発されたもので、現在は「がんプロ全国ｅ─Ｌｅａｒｎｉｎｇクラウド」として、全国
33大学で利用され
ている。　
連携する大学の授業の中
から学生が選択した授業
つくばマラソン
　
筑波大生の皆さん、初
めまして。今回は、読者である学生の皆さんが今後す であろう就職活動に関して、私の仕事での経験を通じて感じたことをお伝えできればと思い、こ 記事 書かせて頂きました。　
２０１１年
10月
31日
―
11月４日にかけて、
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ンファレンスに参加してきました。このカンファレンスは、アメリカ・アジア・ヨーロッパのコミュニティが中心となり、全世界のソフトウェア品質の専門家 集まり幅広く議論を行う国際会議です。３年毎に開催されており、第５回目となる今回は、初の中国（上海）での開催。全体としては、５日間かけて
52人
ものスピーカーによる各企業や研究における品質改善の取り組みが発表されたのですが、著名な経営者や、第一線で活躍
するエキスパートらによる基調講演のほか、ソフトウェア品質について議論を交わすグループディスカッションなどなど、盛りだく
さんの内容でした。　
さて、私自身は、大学
院を修了後、現在の会社に入社し、大規模ミッションクリティカルシステムの開発リーダを経て、現在は主にソフトウェア開発 プロセス・品質改善活動やコ サルティングを行ってきています。最近では ソフトウェア関連の技術雑誌取材を受ける機会も出てきました。　
なぜ、この５ＷＣＳＱ
へ参加したかというと、以前に、日本国内で行われたカンファレンスで、発表した論文がベストスピーカー賞に選ばれたことがキッカケでした。そのときの論文が元で、今回のカンファレンスへの参加に、コミュニティの
　
科学技術振興機構（ＪＳ
Ｔ）の戦略的創造研究推進事業ＥＲＡＴＯの五十嵐デザインインタフェースプロジェクトで研究を進めている本学の三谷純准教授（シス情） ら 研究グループが、手書き入力で誰でも簡単に自分好みの椅子を作れるソフトウェアを開発した。自分にぴったりな座り心地の椅子を作りたい、という願いに向けて前進する。　
複雑な操作は不要で、横
から見た の形を画面に描くとコンピュータが 動で奥行きを付けて、立体生成する。また、画面上で人型の模型を座 せて、座り心地やバランスが取れいるかを確認したりでる。これらの機能は、剛体シミュレーションと呼ば
れ、物体を変形しない剛体であると仮定して計算を行う方法で実現されている。　
完成した椅子は板を組み
合わせて作る構造になっおり、その部品図はソフトが自動的に算出す 。これをレーザーカッターなどで切り出し、手順 従って組み立てれば完成だ。椅子だけではなく、テ ブルやベッドなどの家具への応用が期待されている。　
海外ではこのソフトで
作ったデータを工房に送ることで、実際の椅子を提供するというビジネスが立ち上がろう している。三谷准教授は「既存の家具を買うのではなく、自分で ザインして作るというも づくりを誰もが自由にできるようになれば」と話した。
を、自由に映像を通して受講できることが最大の特徴。教員側にも他の教員の授業を自由に視聴し、授業内容に生かせるメリットがある。複数の大学の連携を可能にし、高等教育の質向上に寄与できる取り組みであることを評価され、今回の受賞に至った。　
表彰式は
11月
21日に、 「ｅ
─Ｌｅａｒｎｉｎｇ
　
Ａ
ｗａｒｄｓ
　
２０１１
　
フォーラム」 中で行われた。　
大河内教授は「今回の受
賞は、筑波大学が開発したｅ─Ｌｅａｒｎｉｎｇプログラムが、教育システムとして先進的であると高く評価されたという点で非常に喜ばしい」と今回の受賞に関して語った。
　
東日本大震災の復興支援
のため、本学は
11月
24日、
東日本大震災の被災地域の復興・再生に向けた支援活動組織として「復興・再生支援ネットワーク」を発足させた。　
震災発生以降、本学の教
職員や学生はそれぞれ 専門分野や能力を活かし、震
災からの復旧や復興を支援する活動に取り組んできた。しかし、従来の活動は個人や研究室単位で行われていた め、全学的な連携
や支援が課題だった。そこで、 「復興・再生支援ネットワーク」 の事務局を設置。全学的に被災地 復興・再生に取り組む体制を構築、活動を効果 、円滑に実施することを目 とし、窓口の一元化により情報の収集、発信など 行う。　
支援活動の１つは本学教
方から声をかけて頂き、海外でプレゼンを行うことになりました。　
そんな私ですが、元々
は基礎工学類の出身で、大学 ・ 大学院での専攻は、建築構造に関するも 。ソフトウェア開発との関わりは、研究で少し触った程度でした。大学院時代に、今後のソフトウェアの可能性にひかれ、ＳＥを志し、今日に至るのですが、自分が、雑誌の取材を受けたり 世界の舞台でプレゼンを行うが来たりするとは、就活のときはもちろん、入社当時も、全く想像だにしていませんでした（英語も、得意な方で あ ませんでしたし（汗） ） 。　
そのような経験を振り
返って思うことは、 「自
で研究開発が進められていることが紹介された。また「藻類から生産されたオイルを使うことで、新エネルギーを生かしたまちづくりを行うことが きる」と渡邉教授は話した。会場の外では、藻類由来のオイル
30％を含む燃料で動く耕運
機の実演も行われ、来場者の注目を集めた。　
また、
13日には、山海嘉
之教授 （シス情） による 「未来開拓のためのロボットスーツＨＡＬの可能性」の講演が行われた。  ＨＡＬは、山海教授が医
療・福祉用に開発したロボットスーツ。脳卒中を二度患い、歩行は困難であると医者から言われていた患者が、ＨＡＬを用いてリハビリをした結果歩けるようになった事例が紹介される
と、会場からは驚きの声が上がった。また、放射線被ひばく
曝量を低減するために
新たに開発されたＨＡＬが紹介され、参加者は熱心に耳を傾けていた。
（１面に
関連記事）　
会場では他にも今夏市内
で行われた節電対策や 震災復興に する活動や研究を紹介するポスターが展示された。
員ら約
90人で構成されるプ
ロジェクトチーム「巨大地震による複合災害の統合的リスクマネジメント」 。地震・津波・原発事故等による被害への直接的な対応から、震災前への復旧にとどまらない新たなまちづくりに至るまで、さまざまな角度から取り組む。
　
また、復興・再生支援活
動の一環として、本学はこれまでに茨城県潮来市、神栖市、北茨城市、福島県いわき市、伊達市と震災復興事業に関する協定を締結た。この協定により、教職員が被災地域に直接赴いて調査などの活動をより円滑に行えるようになる。 復興 ・
再生支援活動が加速することに対して、地方自治体からの期待も高い。　
事務局となる企画室では
「被災地の復興・再生支援を行うにあたっては、各地域の実情に即した活動を行うことが重要。全学的な視野で協力体制を整えていきたい」と話した。自分の可能性を広げる
鈴木貴典さん
三谷准教授らグループ椅子デザインソフトを開発
誰でも簡単に操作
震災復興・再生支援全学的ネットワーク構築
支援活動の円滑化図る
本ｅ─Ｌｅａｒｎｉｎｇ大賞本学教授らが文科大臣賞受賞
他大学の授業視聴が可能に
続々とゴールするランナーたち
Acroquest Technology
株式会社
分の可能性を広げる」ことの大事さ。私が所属する会社は、わずか
60人の
会社ということもあり、自分にできるかどうかではなく、 「まず やってみてから」と考えて決断する機会が多くありました。その結果が 現在の自分につながっていると思います　
皆さんも、これまで生
きてきた人生よりも、卒業してからの人生の方が長いはずで、これ でに得た経験よりも、今後の方がより多くのことを経験するチャンスがあるでしょう。 「自分には無理」「できない」などと思わずに、自分の可能性を広げる決断をすることで、より充実した仕事、そして、人生が得られる ではないでしょうか。（平成
13年度構造エネル
ギー工学専攻修了）
・
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隅田聖彦（国総４年）
パク・イェジン
田幡琢磨（人文３年）
TＰＰと
日本農業
納口るり子
性急な交渉参加は疑問まずは明確なビジョンを
　
 「先生が自分の話したい
ことだけを話しているのではないか」ということをたまに感じます。学類はそれぞれに３つのポリシー、学位の授与方針（ＤＰ） 、入学者選抜の方針（ＡＰ） 、カリキュラム策定の方針（ＣＰ）を定めているはずです。その中で自分の受け持つ授業がどのような位置づけで、どのような役割を果たすのか、明確に考えた上で授業をしてほしいと考えます。　
筑波大学に望むのは、現
在東京にある「大学研究センター」を筑波キャンパスに移し、ＦＤ（
F
acu
lty
 
D
e
ve
lo
p
m
e
n
t ）実践の中
心とすることです。ＦＤとは大学教員の能力開発のことで、大学の授業改革のための組織的な取り組み方法を指しています。　
筑波大学のＦＤを見る
と、全学的に統一した行動が取れていない、学類単位でも取れているように見えないなど、数々の問題が見えてきます。全学的 ＦＤを進めるには、学類から独立したセンターを筑波キャンパスに置き、ＡＰからＤＰに至るＣＰの再策定 行うのが、一番良いと考えます。もちろん、これをやったらＤＰとＡＰを見直すことにもなるでしょう。　
学生が大学で行うべきこ
とは、この変化の激しい時代を生きていく推進力を、 「自分を知る」という
ことを通して身につけていくことだと考えます。学生にとって「自分がどういった力をつけて卒業 た人間なのか、自分がどういう人間となるこ を目指して学べばいい 」が明らかにされるのは、 「自分を知る」上で大きなプラスになります。　
忘れてほしくないのは、
大学というのは、教員、職員、学生、行政によって
構成されるということです。学生が入ってこなければ、教員の研究の場も職員の働く場所も無くな しまう。だから、研究だけで
　
ＴＰＰが締結されれ
ば、国内農業に壊滅的な影響を及ぼすことが懸念される。農林水産省は、食料自給率が現在の
40％
から
14％に低下する、と
試算している。アメリカのコメやニュージーランドの乳製品などに、日本の農産物は競争力を持たない。農協の代表は、ＴＰＰ反対の集会で、鉢巻をしてこぶしを振り上げる。農業者にとって死活問題ではあるが、消費者の共感を得る方法とは言
い難い。一般国民にとって、こうした映像は「いつまでも保護に甘える農業」 という印象を与える。　
日本農業は現在におい
ても既に衰退の道をたどっており、いずれは大幅に生産縮小する 一般に理解され いる。農業者の主体的な努力なしに、ただ保護を求めるの
はおかしいと感じる国民も多いだろう。ＴＰＰの賛否に関わ マスコミ調査では、 「分か
なく今以上に教育にも力を入れること、その手助けをするために、大学研究センターを筑波キャンパスに移転することを望みます。
いるが、関税撤廃により公正な国家間の競争が行われるというのは、農業部門では幻想である。まず、米国と日本での農業生産の規模が異 る。２００７年の米国農場平均農地面積は１６９㌶
らない」の比率が高いものの、賛成が反対よりも多くなって る。この背景には、多くの国民が、日本農業が衰退することもやむなし、あるいはいずれにせよ再生は難しいと判断していることが想定される。　
ＴＰＰの内容は少しず
つ国民に知らさ きて
で、日本の１３０倍である。次に、米国は不足払い制度のもとで、膨大な農業保護を行っている。この状態のまま関税を撤廃し、二重の不公正さの中で競争を行うことに意味があるとは思えない。　
今後の日本農業は、早
急に体質強化を図ってかなくてはならない。現在でもその向かうべき方向は見え始め いる。年間の
39歳以下新規就農者
１万５千人の約３割が非農家出身であり、農業門戸が開かれつつある。
09年の農地法改正によ
り、株式会社等の一般法人にも農地利用権が認められるようになった。コ
　
私は今年度学群を卒業
し、来年度から民間企業で
働く。だから、大学院のことはよく知らない。 「大学教育に求めるもの」とテーマを頂いたが、もっぱら学群教育につ てだけ考えた。　
学士号を持つ人にとっ
て、体系ある教養は専門性と同じくらい大切だ。だがその割に 筑波大学全体の教養課程は短 分散しているうえに、それが何を目指しているのかよくわか ない。そこが問題だと思う。　
今年から始まった教養科
目制度改革を伝える筑波大学新聞２９２号（２０１１年４月発行）を読むと「文理融合の理念を進める」とか、 「さまざまな外国語の学習を通して教養を豊かにする」という言葉が躍っている。文理融合も教養も、
それ自体が目的ではない。筑波大学は文理融合することで教養ある 「どのよう 」人間を社会に送り出したいのか、具体的に示されていない。　
今回の教養科目制度改革
もそうだが、筑波大学 は改革が多い。新構想大学として設立され、 「新しいこ
　
ベトナムのハノイに住み始めて
８カ月が経とうとしています。４月から大学を１年間休学してボランティア団体 運営する恵まれない子供たちのための仮設の学校で５カ月間料理を作り、９月からは別の団体で現地のベトナム人ともにボランティアをしています。　
街の中心部を流れるホン河流域
には学校 行くための出生証明書のない子供たちがたくさん住んでいます。経済発展 中、地方から上京した親が仕事を得られなかったため彼らは川の上に簡素な家を浮かべて生活して ます。　
貧しくて恵まれない子供たちで
すが、そのハンディをみじんも感じさせることはありません。その元気さはけた外れで、こちらが注意してもちょっとやそっとのことでは言うことを聞きません。時間があれば場所をみつけて にかく遊びまわり、貧しい環境の中、小さい頃から両親の仕事や家事を手伝わなければならず、 親に頼らず、常に自立していなければならないので、他の子供と比べ物にならないほど肝が据わっ て、そん彼らに何度も驚かされました。　
ここベトナムの魅力といえば、
何といっても並外れた人々の明るさ、そして街で会った人とも話したり、気軽に友人 なれる気 くさ。家族社会と言われるベトナムでは、年下の人に対して「ｅｍ（息子）ｏｉ！」 、年上の女性に対して「ｃｈｉ（姉）ｏｉ！」と呼ぶなど、家族以外の場所 も家族関係を持ち込む文化があり、年下の人が年上の人に対して敬意を払い、逆に年上の人が面倒をみるのが当たり前。毎朝学校のそばにる路上市場に行くと「
K
ato
 o
i 、
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ay
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? （おい、
カトウ、今日は何作るんだ？） 」と行きつけの市場のおばちゃんたちの声。立ち寄ったレストランでは、 「結婚しているのか、うちの娘を嫁にもらってくれよ」 、そんな会話 しょっちゅう。ベトナム人は家族（親族を含む）との絆、そして街中で会った人との縁をとても大切にします。来て早々そんなベトナムの魅力の虜 な てまいました。　
彼らは考え方もとてもユニー
ク。路上でひまわり 種を食べながら一服し、話に興じる人々、毎日仕事が終われば、近所に住む親族を呼んで、みんなで食事、食事が終われば彼らはたちまち ランプに興じます。家の隅っこに少し空間があれば、そこに卓球台を置
国際ボランティア
（ベトナム）
明確な理念を改革が目的化
教育も重視研究と共に
授業内容に分かりやすい
　　　
加藤茂行
大学教育に求めるもの
今月のテーマ
大学教育に求め
連絡先
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き、仕事終りのおじさんたちの卓球マッチが始まります。トイレの水がつまれば、知 合いに電話。バイクが故障したら、近くのおじさんが近寄ってきて何食わぬ顔で直してくれるなど 挙げればきりがありません。　
最近はそんなベトナム人に囲ま
れ生活する中で周りのベトナム人からもベトナム人にそっくりだと言われることも多くなりました。日本人と同じ米を食べ、豆腐やもち米、しょうゆ、発酵食品を好んで食し、少し前まで漢字を使っていた同じ文化圏の人々。彼らと似た点と違いを感じながら それ刺激にあと３カ月のベトナムライフを十分楽しみたいと思います
　　　　　　　　　
（地球３年）
　
筑波大学に入学してか
ら、３年の月日が流れた。１年生になったばかりの気持ちを今考えてみると留学生でありながらも何の心配も、悩みもなかったように思われる。素直に言うと、日常生活の日本語であまりトラブルがなかったのである。しかし、実際授業を受けてみたら現状は違った。私は高校まで文系だったの
とをする」ことを義務付けられた宿命かもしれない。だが、開学から う少しで
40年になる今、改革それ自
体が目的になってしまったのではないか。改組が毎年のようにあり、新しいカリキュラムが毎年のように生まれている。ノウハウが蓄積したころにはまた改革と
ベトナムの友人と１枚
人々との絆と縁 魅力
スト低減への努力も、さまざまな形でなされている。　
今後は、日本農業や農
業者自身の体質強化のための努力がより一層求められる。 そして他方では、ＥＵなどで幅広く実施さ
??? ????????????????
?
?
?
なり、何を目指すべきなのかわからなくなってしまっているのでは いだろうか。改革は焼畑と同じだ。やせた土地に実り 少ない。やりすぎ と土地がやせてしまう 一度どこかで焼畑をやめ、じっくりを耕すことを考えた方がいいのではないだろ か。
で、生物資源学類の授業の内容がとても難しかった私の勉強不足が原因 もしれないが、もっと一般の人も分かりやすい内容で授業を行ってほしかった。　
私は他に社会学類、社会
工学類、芸術専門学群の授
業を受けてみた。専攻の授業は理系の内容だからかもしれないが、何年に渡っその授 の内容というのは変わってい と感じた。もちろん、先生が同じである限り授業内容自体は仕方がないとしても 教科書や
授業の進め方など教育の方法においては全然変化していないことが先輩や後輩を通しても分かった。 しかし、他の授業はさまざまな視聴覚資料を使って 方法を変えていき、学生の自主的な参加を求めて る点で私の学類と少し違うと思た。　
教育の内容で大学に求め
るものは、 生が一方的に聴くだけの授業にならないように内容を融通性良く変えていくことである。先生が何かを質問しても学生は皆黙って席に座っているだけである。消極的な学生や私のような留学生は授業へ
の反応は難しく、先生も多くの学生に授業内容を伝えるのは難しい。それは分かりにくい授業の内容、それともそれを伝える方法に何かの問題があるからだと思
う。受動的でもいいので、学生の参加・意見を引き出すこと、そしてそれによって学生の能力が最大限に引き出されることが求めらると考える。
れている農家への直接支払いの枠組みを強化 ていく必要があ 。環境に配慮した、日本が今後育成して こうとする農家や農業法人に、国 直接支払いを行うのである。農業者は努力できるところを自ら努力し、不可能な部分は政策で補う、そのためには国としての明確なビジョンが必要 ある。それなし ＴＰＰ・例外なき関税撤廃 進めるのは文字通り拙速であり、ようやく見え始 てきた新しい農業の形をも崩壊させてしまう　　　　
　（生環・教授） （生資３年）
?
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第三エリア 第二エリア
大学会館
体芸エリア
平砂・追越宿舎
（台）
正規駐輪場 実質駐輪場
（台）
危険か所・駐輪場マップ
混雑時
車が通れない
5C棟　歩行者と混在
タイルが滑る
外国語センター
歩行者と混在
坂でスピード
歩行者の横断困難
タイルが滑る
1056
204 209
天の川に落ちる
坂でスピード
柵があり
交通が集中
歩行者と混在
第一 , 第二 , 第三エリアは駐輪場所の収容数を掲載 ( 図書館付近は除く )
※取材をもとに本紙が作成
ペデストリアンデッキ
合流注意
坂でスピード
合流注意
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依然
 解決に至らず
　
昨今の全国的な自転車ブームのなか、 事故や危険行為などの問題も増加し、
警察は取り締まりを強化している。本学周辺では以前から自転車に関する問題が多い。
12月１日から開催されている筑波大学安全キャンペーン週間を機
に、 その全体を整理した。
（中島佳奈、 長島一真＝人文学類、 小川玲＝社会学類、
根津彩香＝国際総合学類、福住勇矢＝物理学類、中島光夫＝情報科学類）
狭いペデストリアンデッキに自転車が集中する＝桐葉橋
枠外駐輪が常態化している＝第一エリア
自転車の海
つくば
検証
ンデッキやループ道路を自転車で並列走行して通行の妨げになり、自転車の渋滞を招いたり、歩行者の横を猛スピードです 抜けたりすることも日常茶飯事だ。携帯電話 いじりながらの運転や、車道の逆走、修理することが面倒なためかパンクしたまま走って る自転車も時々見かけ 。　
このようなマナーの問題
は大学内にとどまらない。つくば中央警察署交通課企画安全係の渡辺訓紀係長は「筑波大生を含め、 （本来は歩行者優先である）市内のペデストリアンデッキを自転車が我が物顔で走っているのが目立つ」と語る。そ
のためペデストリアンデッキでは歩行者と自転車との衝突事故が多いという。　
学内では、自転車に関係
した事故が例年
20─
30件ほ
ど起きている。これは学生生活課に報告があった件数だが、他大学で報告されている年数件程度と比べても圧倒的に多い。　
学内では自転車同士、あ
るいは対歩行者の事故が多く、松美池付近のペデストリアンデッキは特に危険だ。第一エリア側と大学会館側の坂道の間にあり、多くの自転車がスピードを出
に、目が暗さに慣れない中での運転になり危険だ。
　
駐輪場問題のさらなる原
因が放置自転車だ。学内の放置自転車は年間１２００─１３００台で、多くは卒業生が残していったものと考えられる。　
学生生活課では年に一
度、放置自転車の撤去を実施している。学 生活課や各支援室の職員がリヤカーで集積場に移動させ、業者に引き取ってもらっている。現在では自転車ゴミにも価値がつくため処分費用はかからないが、２年ほど
　
学生の間で自転車を盗ま
れたという話をよく聞く。学生生活課によれば、本学生が被害に遭っている自転車盗難の件数は昨年度２９３件。そのうち６割がつくば駅周辺で起きてい
　
白線で引かれた駐輪枠や
駐輪禁止区域の表示もむなしく自転車があふれかえり、授業に向かう学生の足を妨げる。講義棟の入り口を自転車がびっしりと取り囲む。学内では日常の風景である。 問題に取組む西川潔副 長（学生担当）は「危険なだけ なく、美しくないよね」と重くため息をつく。これはペデストリアンデッキに面する場所の話だが、そこから離れたループ道路側の駐輪場には空きスペース 残されていることも多い。駐輪場の絶対数が駐輪の需要を満たしているかは定かではないが、少なくとも 偏りが発生 ことは否めない。もともとはループ道路側にほとんどが配置されていた駐輪場だが、ペデスる。 学内でも多発していて、特に宿舎地区 は毎年
40─
50件が報告されている。
　
自転車盗難は軽い気持ち
で乗り逃げされるケースが多い。つくば中央警察署の話では、大学周辺で盗み、学内やつくばセンター周辺に捨てるパターンが定番。乗り捨 られた自転車は放
震災で新たな問題も
　
大学内では雨の日には傘
さし運転が当たり前で、夜には無灯火走行が見られる。かっぱを着る余裕がないことや、学内の街灯に灯火の必要性を感じていないことが原因 考えられる。傘さしで不安定な運転、さらには学内に多数あるスリップしやすい路面や傾斜が重なり、転倒したり衝突したりする場面をよく見かける。暗闇の中から急 現れる無灯火自転車 ヒヤリとした経験も耳にする。　
また、狭いペデストリア 接触事故駐輪飽和
してすれ違うためだろう。　
それに対し学外では自転
車が被害者になりやすい。例えば信号機のある交差点の横断。歩道を走ってきた自転車が、歩道の信号が赤に変わっても 道の信号が青だからといってそのまま交差点 侵入し、曲がってきた自動車と衝突する例後を絶たない。　
つくば中央警察署管内で
は昨年度、自転車の事故が１６９件起きた。県内の他地域と比較すると、つくば市は全事故件数のうちで自転車事故が占める割合が突出している。大学周辺で一人暮らしをする学生が多いことや自 が走りやすい道が整備され ことから、自転車人口が多く事故も起こりやすいのだろう。　「学内学外ともに交通量の多さ、夕方の時間、雨天が事故の起こりやすい条件だ」と学生生活課の土子昇さんは話す。特に は自動車の交通量が増すうえ
安全キャンペーンを実施
　
２０１１筑波大学安全
キャンペーン週間（学生生活課、筑波大学セーフティプロジェクト共催） として、
12月１日から７日まで交通
安全指導やパトロールなどが実施されている。７日には自転車環境シンポジウムが開催され、学内外の自転車問題について学生や教職員、市職員などが意見交換する予定だ。シンポジウムは自由参加で、
16時から１
Ｄ２０１教室で行われる。
トリアンデッキ側に駐輪する学生が増えてしまった。結果として、白線を引いて駐輪枠を作るなどしてペデストリアンデッキ側の駐輪を認めざるをえなく ったという経緯があ 。　
実はこれまで、学内の駐
輪場の分布や駐輪可能台数の絶対数は把握すらできていなかった。個々の 場に何台 収容能力があるの
なっていることがわかった。　
しかし、現実の駐輪需要
はまだ把握できておらず、需要を満 しているのかどうかの判断には、今後の調査が待たれる。　
駐輪場の問題は単なる駐
輪自転車飽和 問題 とどまらない。障害を持つ学生の障壁になるほか、災害時の避難の妨げにもなる。今年３月に発生した震災に伴い避難訓練も実施されたが、安全で速やかな避難の困難さが新たに浮き彫りになったと西川副学長 土子さんも口をそろえて話す。
◇
　
放置自転車、窃盗などの
社会一般でよくある問題から、駐輪場やペデストリアンデッキの飽和、接触事故の多発などの本学特有の問
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安全なキャンパス，つくばの人々とつくる筑波大学
学生生活支援室&セーフティプロジェクト
2011筑波大学
安全キャンペーン週間
1Thurs.-7Wed. December 2011
第2回自転車環境シンポジウム
Bicycle Use Symposium
at the University of Tsukuba
7th (Wed.) 16:00-17:30, 1D201
朝の交通安全指導
Morning Traffic Safety Guidande
1st (Thurs.) - 7th (Wed.) 8:10-8:40 
夜の交通安全指導
Night Traffic Safety Guidande
1st (Thurs.) 17:30-18:30 
飲酒マナー講習会
Drinking Manners Course
5th (Mon.) 18:00-19:00, 1D201 
安全ポスター展
Safety Poster Exhibition
1st (Thurs.) - 7th (Wed.) 
At On-Campus 
セーフティパトロール
Campus Patrol
5th (Mon.) 19:00-20:00
ポスターデザイン : 芸術専門学群2年 LAU YEUNG & 芸術系准教授  田中佐代子
ブラックの地色はK100, C30,M30,Y30 にしてあります。印刷上問題があればK100に修正してください。
置自転車になる可能性もあり、 新たな問題に発展する。　
被害は鍵が掛けられてい
なかったものに多く、盗難を届け出ない人もいる。盗難被害の原因は「 は消耗品」という認識が根底にあるためではないかと、自転車問題に詳し 吉田章教授（体育）は指摘する。 かも曖昧だった。そこ 全代会の調査委員会では自転車１台の駐輪に必要な幅を
50㌢と定義。それを基に全
学の駐輪場の位置と形態や収容能力を調査し、この
11
月に公表した。第一、 第二、第三エリアに関しては、正規駐輪場が４０６９台分、正規ではないが多数の人が駐輪することで実質的な駐輪場所となっている「実質駐輪場」は５４６台分に
前までは年間約１２０万円かけて処分していた。　
放置自転車は学外でも問
題になっている。つくば市交通政策課の倉持直哉さんによると、市が昨年度に撤去した放置自転車は１７５６台。特 つくば駅周辺で多い。学生も含め年度末・年度始めの転入出が見受けられることが影響している可能性もある
題までは、長い間指摘され続けているが根本的な解決には至っていない。そんな中、全代会の調査 自転車問題の抜本的な見直しを図るワーキンググループ（座長＝西川副学長）の設置、学内の自転車共有システムを提唱す つくばサイクプロジェクトなど新たな動きも出てきてい 。　
広域キャンパスゆえの自
転車環境の悩み。本学の自転車交通は今後どういった方向に進むのか、そして進むべきなのか。自転車の「海」に漂流する筑波大を今後も追っていく
学生生活課など
　
今年３月、第一エリアの
駐輪枠の位置変更や駐輪禁
が通れず、来たくても来られない状況が続いていた」と土子さんは振り返る。　
また、今年９月からは第
二エリアの人間系学系棟Ａ棟とＢ棟の間に自転車通行規制区域が設けられた。この建物の間は障害を持つ学生が往来する頻度が多いため、自転車で 通過を禁止した。　
吉田教授は第一エリアか
ら松美池へ下る坂の危険性を指摘する。ここは坂から下る自転車のすぐ横に点字ブロックが敷かれていて、視覚障害 持つ学生が猛スピードで ってくる自転車と隣り合って歩くという極めて危険な環境だ。　
また、駐輪マナーが悪い
ため、学内各所の点字ブロックが自転車でふさがれ、視覚障害の学生が通行に苦労している。施設面でもマナー面でも、障害を持つ学生 とって不便で危険な場所が多く存在し、改善が望まれる。
止区域の新設があった。同エリアにあるスチューデントプラザを利用する車いすの学生に不便が生じていたためだ。 「建物の周りの駐輪自転車が邪魔で、車い
、
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の接点」が、
11月７日―
18
日に６Ａ棟のアートギャラリーＴ＋（ティータス）で
開催された。
11月
10日に
は、タムラ氏とアートプロデューサーである小田井真美氏によるトークイベントも行われ、現在のアートシーンについてなどが語られた。アートギャラリーＴ＋は、芸術系の学生・教職員の制作の発表の場として設けら ている。  タムラ氏は、目標や主張
を持たせない、 「 品そのものが目的」という考えもと、インパクトの強い芸術作品を世に生み出している。今回展示された「６Ａ２１４のための接点」もまた、 とても印象深い作品だ。回転するチェーンから吊り下げられた金属 棒が、金属板をこするこ で接点部分から火花を散らす。そし
て同時に、壁に取り付けられた大小さまざまな白熱灯が点灯する。金属の棒が金属板から離れると同時 白熱灯の光は消え が、ベル
話すシステムが組み込まれており、人々を楽しませていた。同研究室責任者の坪内考司教授 （ 情） は 「本番では想定外の人垣が出来てしまって、ロボットが自分の位置を見失うというトラブルが起こってしまった。だが、街の中で自動走行するロボットは事故防止が重要。今回のトラブルのようなリスクをいかに減らすかが大切だ」と語った。　
つくばチャレンジ実行委
員長の油田信一教授（シス情）は「つくばチャレンジは技術のチャレンジであ
斬新な世界観を表現トークイベントも行われる　本学ＯＢで現代美術家のタムラサトル氏の作品を展示する「６Ａ２１４のためポセンターを起点として、中央公園やペデストリアンデッキを進み、エレベーターで１階へと降り、アイアイモールをゴールとする１４００㍍のコース。一時停止やＵ ン、エレベーター搭乗のさまざまな課題を、ロボットは自律的に一つひとつ攻略していった。　ファイナル走行に参加した「筑波大学知能ロボット研究室
　
屋内組２０１１」
のロボット「ひとつぼ」は「停止します」 「行きまーす」「エレベーターに乗ってください」などを電子音声で
　
人間が生活する実環境で
自律的に行動するロボットの技術を競う「つくばチャレンジ」 が、
11月
15、
16日に、
つくばセンター周辺で行われた。全国の大学の研究室やロボットサークルなど
69
の団体が参加し、本学からも５団体が参加した。
15日
のトライアル走行で完走した
25台が
16日のファイナル
走行に挑み、６台のロボットが完走した。本学からは「筑波大学知能ロボット研究室ぺですとりあん」 の 「る〜ぷ」が完走し 。　
ファイナル走行はエキス
つくばチャレンジ
ペデストリアンデッキを自律走行する本学のロボット
全国から自律ロボット集まる
６台が完走果たす
卒業生のタムラサトル氏が展示
アートギャラリーＴ＋
ＤＣ展
クリスマスライブ応援部ＷＩＮＳ定期演奏会
　
筑波大学応援部ＷＩＮＳ単独公演『桐華祭』が
12月
22日
（木） 、つくばカピオ（つくば市竹園）で開催される。
　
ＷＩＮＳは普段運動部の応援や学内でのステージを行なっているが、今回の公演は
初の単独ステージとなる。演目は筑波大学応援歌や学生歌『常陸野の』 、チアダンスなど。入場無料。午後６時半開場、午後７時開演。
　
大学院博士後期課程芸術専攻の学生らによるＤＣ展が、
12
月
27日（火）―１月９日（月） 、茨城県つくば美術館（つく
ば市吾妻）で開催される（
12月
29日―１月１日、４日は休館） 。
18人の学生の洋画・
日本画・彫塑・書の作品が展示される。入場無料。 前９ 半―午後５時まで（最終日は午後３時まで） 。問い合わせ＝
m
in
am
i1
2
2
jp
@
y
ah
o
o
.co
.jp
（樽井）
　
本学アカペラサークルＤｏｏ─Ｗｏｐによるクリスマスラ
イブ「Ｃｈｒｉｓｔｍａｓ
　
Ｌｉｖｅ
　
２０１１」が、
12月
17日（土）につくばカピオホール（つくば市吾妻）で開催される。午後５時半開場、
午後６時開 。入場料は前売り５００円、当日６００円（小学生以下は無料） 。
り、そのレベルは年々向上している。実際の環境で実験しないと分からない事があるため、つくばチャレン
ジを通してその課題に参加者全員で挑戦してほしい」と語った。
　
猛暑、豪雪、集中豪雨……異常気象は、なぜ起こるのか。これからの気候はどうな
っていくのか。それらを読み解くためには、地球規模の気候システム 中で複雑に影響しあっている大気や海洋、陸面などの様々なサブシステムを理解すること 必要である。　
最新の地球温暖化予測とその解釈、エル・ニーニョ モンスーンなどの複雑な相互
作用を、豊富なデータを交えなが 詳説する。執筆者 本学生命環境系准教授 Ａ５判並製、約２７０ページ、価格未定。２０１２年１月下旬刊行予定。????
???????
―グローバルモンスーンから気候シ テム論
植田宏昭
　
著
読み解く気候変動―
まばゆい光を放つ「６Ａ２１４のための接点」
　
今年７月に逝去した本学
名誉教授今井凌雪氏の遺作小品展が、大学会館アートスペースで
10月
18日―
12月
11日まで、 開催されている。
今井氏は東京教育大時代の１９７１年から
86年まで本
学教授を務めた。展示会では、その遺作
14点が展示さ
れる。　
会場に展示される作品
は、太筆で大胆に書かれたものから、扇形や円形の紙に小筆で書か たものまでさまざまだ。そ ぞれが異なる趣を持ち、個性豊かな作風を楽しむことができる。遺作展を鑑賞した橋口真子さん （芸専２年） は 「自分が普段書いている作品と時代が近い先生の作品の墨の入り具合が好き」 と話し、作品に見入って た。　
今井氏は、 奈良県文化賞、
日展文部大臣賞、日本芸術院賞など数々 賞を受賞。故黒澤明監督の映画「乱」「夢」 「まあだだよ」の題字を書いたことでも有名。ＮＨＫの趣味講座への出演などを通して、書道の社会への普及に務めた。
　
　
あらゆる古典派の名跡を
学び、それを土台として独自の書風を打ち出した「新古典派」として、戦後の書道界で早くから注目 集めた。  東洋独自の芸術である書
芸術は、あらゆる名作品の作風を学ぶことで独自の表現が可能になる、という理
独自の書風に見入る来場者
　
筑波大学管弦楽団プロムナードコンサート２０１２が、１
月
29日（日） 、ノバホールで開催される。Ｇ・ヴェルディ
の「歌劇『ナブッコ』序曲」 、Ｃ・Ｍ・ウェーバーの「歌劇『魔弾の射手』序曲
　
作
品
77」などを演奏する。入場無料。午後６時半開場、午後７時開演。問い合わせ＝
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遺作 14 点を展示
作風の魅力を伝える
今井凌雪氏遺作小品展
　
夏鳥として愛される、ス
ズメ大の野鳥・キビタキ。秋の訪れと共に越冬地である東南アジアへとこの小さな体で旅をする。まだあどけなさが残る写真の個体は、そんな渡り 途中で市街地に立ち寄ったのだろう。撮影者の話では窓ガラスに衝突したのち飛び去ったとい 野生生物の動線を妨げない街づくりと、この個体の無事な旅を望んでやまない。
（写真＝田中裕
人、生資３年、文＝松尾恵梨子、生物３年、野生動物研究会）
◇キビタキ（メス）◇
撮影地＝つくば市内
トコンベアに合わせて、再び火花が散る。その動きが延々と繰り返されていた。　
展示を見た女子学生は
「不思議な作品だった。電
気がついている状態を作品にするのではなく、一連の動きそのものを作品としているの 驚いた」 と語った。　
タムラ氏は芸術専門学群
総合造形領域を平成６年度に卒業。今回の展覧会は、昨年行われたＴ＋スタッフの同氏へのインタビューがきっかけとなり実現した。念を掲げて指導を い、教育者としても活躍した。日中国交正常化後、中国の研究者を本学に招へいし、多くの学生 中国 派遣した。自身も南京博物館で個展を開催するなど、精力的に書芸術の本場、中国との学術交流に尽力した。
学芸
　
第１位・第２位には、今
年
10月に死去したスティー
ブ・ジョブズの伝記がランクインした。本人が唯一取材に全面協力した公認の伝記で、死去後に発売されただけに、読者の強い関心がうかがえる。　
12月は、成美堂・洋泉社
の就職本
15％オフフェア、
朝倉書店
15％オフフェア、
オライリー・ジャパン（コンピュータ ）
15％フェア
が開催されている。
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 ‘13　就職四季報　総合版　
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世界ジュニア選手権大会
遠藤、背負い投げで優勝決める
　
世界ジュニア柔道選手権
大会が
11月３―６日に南ア
フリカ・ケープタウンで開催され、遠藤宏美（体専１年）が
48㌔級で優勝を果た
した。　
遠藤は順調に勝ち進み、
決勝ではクズネツソバ（ロシア）と対戦し、得意の背負い投げで有効を取り、優勝を決めた。　
遠藤は「優勝できてうれ
しかった。自分の組手になれないことが多かったので、組手を持ち、積極的に技をかけて行くことが今後の課題」と語った。ま「
12月９―
11日に行われる
柔道グランドスラムでいい結果を残す」と今後の意気込みを語る。　
柔道部の増地克之監督
（体育・講師）は「力量的にも遠藤は勝って当然。しかも、取りこぼすことなく優勝できたことは良かた。世界をこれから目指すにあたって、世界ジュニアのタイトルは重要になるだろう」と語った。　　　　　
◇
　
講道館杯全日本体重別選
手権大会が
11月
12、
13日に
千葉ポートアリーナ（千葉市中央区）で開催された。本学からは男子
10人、女子
６人が出場し、
90㌔級で西
山大希（体専３年 が３位に、
78㌔級で緒方亜香里
（同）が準優勝に輝いた。　
西山は３回戦で山本宜秀
（日本中央競馬会）と対戦。開始
15秒で内股で一本を取
られるも、敗者復活戦で勝ち進み、見事に３位に入賞した。　
緒方は決勝で佐藤瑠香
（コマツ）と対戦。なかなか勝負が決まらずゴールデンスコアにもつれ込んだ。
緒方は積極的に攻め、押しているように思われたが残り
30秒で組み際に足を滑
らせて有効を取られ、惜しくも優勝を逃した。　
西山は「ロンドンオリン
ピックの第１選考となる試合でやる気も状態も良好だったが、負けてしまって
悔しい。組手もワンパターンで相手に読まれてしまっているのでバリエーションを増やしたい」と話し、「
12月のグランドスラムと
年明けの大会はすべて優勝してオリ ピック出場を目指す」と熱く語った。　
緒方は大会を振り返って
　
第
17回全日本ラート競技
大会選手権が
11月
12、
13日
に東海大学開発工学部体育館（静岡県沼津市）で開催された。本学勢は、男子の部では田村元延 （体育２年）が個人総合で優勝、高橋靖彦（同）が準優勝、女子の部では堀口文（体専３年）が個人総合で準優勝するなどの好成績を残した。　
このうち田村は個人総合
４連覇ならびに全種目で勝するという快挙を成し遂げた。田村は「個人総合で４連覇したこ は率直 うれしく思う ７年間のラート生活で多くの人に支え
れていることを改めて実感している」と語った。　
女子の部では堀口が個人
総合準優勝のほか、種目別直点、跳躍で優勝を果たした。 「直転で９点台、跳躍で８点台を目指 練習していたので、その目標が達成できてよかった」と堀口は語った。　
今大会の結果、堀口と田
村、森更紗選手（平成
19
年度体育専門学群卒）が２０１２年３月にスイスのバール市・ドイツのラムシュタイン市で開催される世界ラートチームカップの日本代表に選ばれた。田村は 「結果ばかりに固執せず、自分が今持っている最大限
体
操
の顔
チーム一丸のラグビーを目指して
西山・緒方・森下も好成績
五輪出場に期待高まる
「優勝しなければならない大会で負けてしまって不甲斐ない。試合の流れを読めず、勝てる試合を落としてしまった。今後は試合運びを考え、オリンピック 目指し頑張りたい」 と話した。　
増地監督は「全体的に内
容も結果も良くない。今後
の課題が浮き彫りになった大会だった。それぞれの課題を解決することが次につながる」と語る。　　　　　
◇
　
オランダで
11月
19、
20日
に開催された柔道グランプリ・アムステルダムでは、本学から
66㌔級に森下純平
　
第
43回関東学生弓道選手
権大会決勝大会が、
11月６
日に東京武道館（東京都足立区）で行われた。本学女子は団体、個人ともに優勝を果たした。　
女子団体は、 大東文化大、
都留文科大と対戦 先攻の
（体専３年） 、
73㌔級に西山
雄希（同２年）が出場し、森下が３位に入賞した。　
森下は４回戦でコワルス
キー（ポーランド）と対戦し、内股で一本勝ちを決めた。続く準決勝では、 ラクシック（スロベニア）に谷落としで一本負けし、３
　
15人の選手が１つにな
り、ボールを狙うラグビー。その中でボールをタッチラインへ運び、トライを奪うのが竹中祥（体専１年）の役割だ。　
竹中は
10月
23
日に行われた早稲田大学戦に左ウィングとして出場。右ウィングの彦坂匡克（同３年）とともにトライを奪い、勝利に大きく貢献した。　
早稲田大との対戦につ
いて「強 チームと 試合だったので、楽 みだった」と答える。強いチームに勝つために本学に入ったという彼にとって、この試合は特に楽し
みだった。対早稲田大戦の勝因は「部員全員が勝利を狙ったこと」 。試合に出た選手以外の部も、試合 前に相手チームの分析をするなど、勝利の裏にはチーム全体の協力があった。　
普段の練習では相手
チームの分析をし １年生として２年、３年の先輩を支えるなど、チームワークを重視している。「試合中も他の選手を励ますなどし、意思疎通を図ろうとする」と古川拓生監督（体育・講師）は竹中について語る。　
ポジションである左
ウィングは、最もトライを求められるポジションだ。当然、相手チームの防御も受けるポジションで、チームの中でスピードが速い選手が担う場合が多い。　
強みは足の速さ、そし
て「試合中に２ ３人ひきずって走れる」と古川監督が語るほどの足腰の
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の力を発揮できるよう準備したい。共に戦 メンバーと協力しながら、ベストを尽くしたい」と意気込みを語った。
関東サッカーリーグ専修大に敗れ３位
インカレ出場決まる
　
第
85回関東サッカーリー
グ後期日程が、９月９日─
12月５日に行われた。本学
は
12月１日現在、前期の結
果と合わせて、
10勝５敗６
分で３位につけている。　
本学は今季、第
15節まで
好調をキープし、首位を
走っていた。しかし
10月
29
日に行われた第
16節、中央
大戦。終盤まで３─１とリードしていたが、後半
40
分にゴールを許し、１点差に。その後、後半ロスタイムにＰＫを決められて まい、同点 リードを保つことができず、試合終了間際に引き分け 持ち込まれる
苦しい試合展開となった。　
その後も悪い流れを引き
ずってしま 、第
17節、第
18節と２連敗。その後は１
勝１分と立て直したものの、専修大に勝ち点で追いつかれ、得失点差で首位を明け渡してしまった。　
第
21節は勝ち点で並ぶ専
修大と
11月
26日に対戦。試
合は前半から専修大ペースに。前半
24分に先制点を許
すと、前半
29分にもゴール
を決められ、苦しい試合展開に。後半ロスタイムにも
追加点を許し、０─３と大敗を喫した。この結果、専修大との勝ち点差は３に。得失点差が大きく開いているため、本学 優勝は難くなった。　
しかし５位の早稲田大が
位となった。　
森下は「優勝を狙ってい
たのででき くて残念だ。攻めが遅く、受けも雑な試合が多かったのでそれが課題だ。次のグランドスラムでは優勝する」と語った。　
増地監督は「対戦相手も
研究してきているため、本
来の組んで技をかける柔道ができておらず、内股も封じられた。得意の内股を活かすために柔道の幅を拡げることが必要」と語る。　
今回の大会の反省を生か
して力を伸ばし、本学からのオリンピック選手誕生に期待したい。
慶應義塾大に引き分けたため、今季リーグ戦の順位が４位以内に入ることが確定。全日本大学サッカー選手権大会（インカレ）出場を決めた インカレは
12月
18日─１月５日にかけて国
立競技場（東京都新宿区）などを会 に行われる。　
個人成績では
12月１日現
在、赤崎秀平（体専２年）が
10得点で、得点ランキン
グ３位。上村岬（同）が５アシストでアシストランキ
ング３位につけ いる。　
後期の結果は以下の通
り。▽筑大 ─３中央大▽筑大１─２明治大▽筑大１─２神奈川大▽筑大１─１早稲田大▽筑大１─０流通経済大▽ ０ ３専修
全日本ラート競技選手権大会田村４連覇果たす高橋、堀口も準優勝
全日本女子学生剣道優勝大会
２年ぶりの優勝果たす
新人戦大会でベスト８
??
遠藤宏美
　
第
30回全日本女子学生剣
道優勝大会（主催＝全日本学生剣道連盟、 毎日新聞社）が
11月６日、春日井市総合
体育館（愛知県春日井市）で行われ、本学が２年ぶり８度目の優勝を果たした。　
初戦の広島大、続く東京
農業大をどちらも３―０で破り、決勝では東海大と対戦した。副将の里井茜（体専３年）まで引き分け まま大将 となり、 三苫冴 （同４年）が相手の小手をかわし面、終了間際には小手を決め、勝利を勝ち取った。　
三苫は「学生生活最後の
試合ということで気持 が入り、充実した試合ができた。ここまで来れたのは選手ではない４年生とも団結し、励まし合えたから」と笑顔を見せた。　
有田祐二監督（体育・講
師）は「ここ数年でチームが最も良い状態だっ 三苫は唯一の４年生で、 とめ役として心配りをしてくれた」 試合を振 返った。
　
一方で、今後の課題とし
て「今のように、選手同士が支え合える体制が理想。結果にはこだわらず、まずは自分を見つめ直す機会として、今回のようにお互いが切磋琢磨できるような試合をしていってほしい」 と、有田監督は話す。また、今回の試 に最年少の選手として出場した前田紫帆（体専２年）は「三苫さんのようにチームを引っ張り、思い切りの良い自分らしい試合をしたいと思う」と抱負を語った。　　　　　
◇
　
　
第
57回関東学生剣道新人
戦大会が
11月
20日、東京武
道館（東京都足立区）で行われた。　
４回戦までは順調に勝ち
上がったが、続く慶應義塾大戦で面をとられて一本負けとなり、ベスト８入りに
大東文化大は
60射
36中、中
攻の都留 科
60射
34
中、後攻の本学は
60射
45中
で、 大きく差をつけ１位に。　
女子個人では谷口志緒里
（体専２年）が
60射
51中で
優勝に輝いた。男子個人では神野皓平（応理３年）が
80射
70中で４位となった。
　
谷口は「女子部員の人数
が少ない中、苦戦しつつも優勝できてほっとした。今後もより上を目指して頑張りたい」と話した。
留まった。　
また、同じく東京武道館
で第
12回関東女子学生剣道
新人戦大会が
11月
26日に開
催された。　
東京農業大から国際武道
大までの４校を順当に勝ち上がり、準決勝 は日本体育大と対戦。健闘し ものの３─１で惜しくも敗れ、
男子
３位となった。　
有田監督は「序盤での戦
いは悪くなかったが、日体大は主将をはじめ強い選手が多かった。今後は選手それぞれが問題を見つけ、学生同士で解決できる体制を作りつつ、能動的に勝ちにいく試合をしてほしい」と述べた。
関東学生弓道選手権
団体・個人ともに優勝女子
強さだ。 しかし竹中は 「技術も大切で、心技体という身体、技術、精神のバランスを取るのが一番重要」と語る。　
最も身につけようとす
るのはこの 「技」 の部分つまりラグビーをするに
あたっての技術だ。普段の練習の中でも個人技を取得する めの練習に力を入れている。彼 練習への姿勢について古川監督は「他の選手から アドバイスにきちんと耳を傾け、自分 欠点を克服しようとしている」と語る。　
休日の過ごし方につい
ては「家事をすることが好きで、洗濯や掃除をしながら休みを取っている」と語る。 「性格は温厚でポジティブ。人を決して責めることはない。
旦那にするのに理想的では」と古川監督は笑いながら話す。　
１年生ながら、
33年間
勝てなかった早稲田大戦での勝利に貢献した竹中。彼の 「チームワーク」を中心にしたラグビがこれから楽 みだ。
 
（ジョン・ジニ＝社会学類）
竹中祥（体専１年）
33 年ぶりの早稲田大戦勝利に貢献
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実行委員会のメンバー（前列中央が守屋さん）
の飲食店には、 『祭の日だけしかない』特別な料理を
市民に参加・協力呼びかける
アドバイザーも募集中
　
本学生が運営の主体とな
り、来年３月
10日に開催さ
れる「ふるさとつくばゆいまつり」 。その実行委員会の記者会見が
11月９日につ
くば市役所で行われ、祭の概要説明と市民への参加協力の呼びかけがなされた。
　
実行委員会ではステージ
企画のほか、地域の飲食店への出店要請に力を入れている。運営 中心となっている、株式会社シンプルウェイ（本社＝つくば市葛城根崎）の代表取締役の大野裕介さん（平成
16年度工
学基礎学類卒）は「地域
を含めた学生や教職員約２００人が訪れ、収録に参加した。　
撮影したシーンはプロ
モーションビデオの最後に使われるもの。山田信博長を囲み大勢の学生が歌うシーンや、石の広場の左右
から一斉に学生が駆け寄って歌うシーンなどが撮影された。参加者全員で肩を組み笑顔でメッセ ジソングを歌い上げるなど、撮影は終始和やかな雰囲気の中で行われた。参加した橋本昌枝さん（知識図書１年）は
交通事故
界へ一歩踏み出し、新たな気づき ・ 発見 得てほしい、という思いが込められ いる。店舗では、ドリ クや食べ物の提供だけではなく、イベントを開催できたり、作品展示が行えたりするなど、誰でも気軽に利用できる空間にする予定だ。
メニューも、つくばの新名物つくば丼や、つくばの店から仕入れたコーヒーやデザートを提供する。　
つくば市は、研究学園都
市、国際都市、科学の街と称されるなど、さまざまな魅力がある。し し その魅力に気づいていない人も多く、それらの良さを存分に生かし切れてい とは言えない。 「つくばのたくんの魅力に出会うこと できる、きっかけの場を作りたい。つくばの人や情報が集まり、新たなアイディアが発信され 空間を作りたい」という思いを抱 、このカフェの運営が決まった。
　
オープンまで１カ月近く
となり、現在はメニューの開発、店舗の改装などをメインに準備を進めている。同時にＡＬＤＯＲ 活動を発信できるように、ホームページ、ブログ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｆａｃｅｂｏｏｋなどの準備も行っている。　
代表の袴田大輔さん（国
総４年）は「カフェを運営するスタッフ、そこに来るお客さん、そしてつくばの街の全てが、楽しくなるような、そんなお店を作っていきたい。スタッフ一同、オープンに向け 精一杯頑張って くので、ぜひ足を運んでほしい」と話した。 落ち葉に注意
写真部さくら組
一瞬の魅力を求めて
らいたいからだ。　
ゆいまつり実行委員長の
本学ОＢ守屋俊甫さん（平成
21年度体育専門学群卒）
は「参加してくれ 団体や来場してくれた人たちの間で、ゆいまつり以外の場でも継続する新しい『つなが
　
ファインダー越しに被
写体を捉える。その一瞬を逃さぬよう、被写体に呼吸 合わせ、無心になってシャッターを切る。そこで写真は単に記録という以上の意味 持つ「作品」となる。それは心に直接訴えかけ、私たちを惹きつける。 「写真部さくら組」は、 んな写真に魅せられた人たちが集まるサークルだ。
　
部員は学群生か
ら大学院生まで幅広く、学類や専攻もさまざま。それらを意識せずに話し合える、アットホームで和気あいあいと た雰囲気が印象的だ。
　
毎週の活動は火・木曜
日に春日キャンパス共用棟２階で行うミーティング。ミーティングが終わった後にはみんなで写真やカメラについて歓談する。写真好きな人が集まっているだけあって、写真やカメラの技術 関する話が弾む　
活動の自由度も高く、
写真へのこだわりや撮影のペースも個人の自由だ。人通りのあ 街中を撮る人もいれば、道端に咲く花を撮る人もいて、写真の被写体 それぞれ。 また、 どうやって撮ったのかと思うような写真を撮ってくる人も。そんな風に、いろいろな感性を持った人に出会えることもこのサークルの面白いところだ。　
部長の山本藍子さん
（知識図書２年）は「写真部、と聞く カメラ持っていないと入れない
のかと考える人も多い。しかし、さくら組では携帯電話 カメラで撮影している部員もおり、自由な形で写真を楽しめる」と語る。部員同士がそれぞれの個性を大事にし、活動を通してそれを伸ばしていける環境がある。　
基本的に個人の活動が
主ではあるが、休日を利用して不定期に撮影会を
開いたり、フィルムカメラを使う人が現像会を企画したりもしている。東京へ出かけ、写真を撮ったり、写真展を見カメラ店を巡ったり。部員が
20人程度と少人数の
ため、思い立ったらすぐに計画して実行できる。　
作品は新人展、学園祭
での展示、クリスマス展示、卒業展示など年に４
笑顔で合唱する山田学長と学生
　
運営の手伝いをしてくれ
る「市民アドバイザー」も募集中だ。市とのやり取りや祭の準備の中で、実行委員会に助言を行うのが役割。学生が普段なかなか接する機会のない地域住 との交流の橋渡しになっても
作ってもらいたい。それには、企画段階から市民の声を取り入れ ほし 」と話した。祭で多くの人にその店の料理を食べてもらい、地域の飲食店を盛り上げ、住民同士 結びつきを深めたいという。
回ほど展示される。今年の学園祭では１３００人ほどの来場者数を記録した。学外のギャラリーを借りて展示を行う人もおり、それぞれが思い思いに活動している。　
写真の魅力について、
部員の風間善光さん（環境２年）は「写真を撮ことを通して大切な瞬間を見つけ、それを残し伝える力を身につけることができる。また、いろいろな活動を通して の瞬間を人と共有できることも大きな魅力」 と語 。　
誰にとっても身近な写
真。しかし、表現物として楽しむ写真は普通の写真にはない、奥深さと魅力を秘めている。この瞬間を残したい、誰かと共有したい、という思いがある限り、彼らはシャッターを切り続けるだろう。
（倉沢美紀＝国際総
合学類）
本学生が主体で運営　
本学生が主体となって運
営するカフェ「Ｓｐｉｃｅ　
ｕｐ
　
ｃａｆｅ
　
ＡＬＤ
ＯＲ」が２０１２年１月
14
日にオープンする。 店舗は、天久保３丁目の定食屋「あじよし」を土日に限って借りる予定だ。
　
カフェを運営する学生は11学類の
25人。コンセプト
は「つくばのコミュニティカフェ」 。コンセプトの通り、 店名の 「ＡＬＤＯＲ」 は、「ＡＬＬ
　
ＤＯＯＲ」に由
来しており、全ての人に開かれた空間でありたい、新しいドアを開いて未知 世 　
本学のメッセージソン
グ「ＩＭＡＧＩＮＥ
　
ＴＨ
Ｅ
　
ＦＵＴＵＲＥ～未来を
想え」の２０１１年度版プロモーションビデオの撮影が、
11月
16日に石の広場で
行われた。会場には留学生
「こういうイベントがもっとあるといい」と話 た。　
撮影を企画した清水衿沙
さん（芸専３年）は「メッセージソングに対してあまり関心が無い学生が多 中で、たく の人が集まってくれてよかった。もっとこの曲に親しんでほし 」と話した。　
２０１１年度版ＰＶは来
年３月に完成する予定。
り』が生まれてほしい。私たちはそのための場を提供したい」と話した。　
ゆいまつりへの参加
の募集要項等は公式ＨＰ（
h
ttp
://y
u
im
atsu
ri.
co
m
）に掲載されている。
　
　
大学周辺で
10月４日の早
朝、バイクがスリップし、運転手が肋骨を損傷するとう事故が起こった。スリップの原因は道路に積
もった落ち葉とみられている。　
学生生活課では「この時
期の道路には落ち葉が多く積もっており、朝だと朝露で濡れている場合がある。自転車やバイクのタイヤがスリップして、事故につながる危険性が高い。落ち葉が積もっているところでは徐行したり、避けたりなどの対策をしてほし 」 注意を呼び掛けている。
来年１月にオープン
Ｓｐｉｃｅ
 ｕｐ
 ｃａｆｅ
 ＡＬＤＯＲ
ふるさとつくばゆいまつり
約200人が収録に参加
和やかな雰囲気で撮影進む
メッセージソング PV 撮影
　
ラグビー関東大学対抗戦
の日本体育大戦が
11月
19日
に江戸川区陸上競技場（東京都江戸川区）で行われ、
39─３で快勝した。本学は12月１日現在、５勝１敗で
暫定３位。　
当日は豪雨の中で試合が
始まった。開始直後に彦坂匡克（体専３年）がトライを決める。日体大のオフェンスを激しいタックルで押し返し、前半が終了した時点で
10─３。後半でも雨は
止まず細かなミスが続いた
が、最後の
15分間でトライ
を立て続けに５回決めて勝利した。古川拓夫監督（体育 ・ 講師）は、 「
80分間ずっ
と集中できたわけではなかったが、修正を加えながら、相手にチャンスを与えない試合ができた」と振り返った。　
関東大学対抗戦で優勝争
いをしている勢いをそのままに、次の大学選手権での活躍も期待 た 。
日本体育大学に快勝
５勝１敗で暫定３位に
惜しくも３位
全日本大学バスケットボール選手権大会
女子
　
第
63回全日本大学バス
ケットボール選手権大会が、国立代々木競技場体育館（東京都渋谷区）などで
11月
21─
27日にかけて開催
された。男子はベスト
16、
女子は３位の成績を残した。　
関東大学リーグ戦を１位
の成績で突破した女子は、初戦から徹底したディフェンスと全員の安定した得点力で試合の主導権を握り、順調に勝ち上がった。
　
準決勝では、関西地区１
位の大阪人間科学大と対戦。序盤から一進一退の展開となったが、
56─
58で惜
しくも敗れた。続く３位決定戦では、愛知学泉大と対戦。第１、第２ピリオドは互角だったが、第３ピリオドで水谷佳代（同）と伊集南（同３年）の３Ｐシュートで勢いに乗った。その後も本学は優勢を保ち、
63─
52で、２年連続で３位と
なった。　
男子は
21日に札幌大と対
戦。力強いプレー 大量得点し、１２１─
48のダブル
スコアで勝利した。２回戦は天理大と戦い、
68─
76で
惜しくも敗れた
ラグビー関東大学対抗戦
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スケッチブックを抱えると、家を飛
び出す。時折筆をとり、気の向くままにいろいろと描く。 「家にこもるより、雑踏に身を置く方が性に合う」 。漫画家として活動 る山本美希さん（芸術後期１年）は、そう語る。
漫画通し自分の表現を追求
女性の生き方描き出す
漫画「爆弾にリボン」の作者
山本美希さん（芸術後期１年）
デビュー作「爆弾にリボン」を持つ山本さん
　
芸術専門学群の卒業制作が、デ
ビューの契機となった。吹き出しやセリフがない漫画 『爆弾とリボン』 が、 「三菱ケミカル・ジュニア・デザイナー・アワード」で２００９年、 日比野克彦・東京芸術大学教授による審査員特別賞
を受賞。後に即売会で編集者の目に止まり、今年７月『爆弾にリボン』のタイトルで単行本化された。　
作中では、主人公の女子中学生が不
安や葛藤を抱きながらも、 「大人の女性」になること 選択する。その過程を文章なしで、イラストの流れだけで描き出す。山本さんも中学生のころに思春期 迎え、体が女性的に変化していく中で、大人の女性になっていく自分を、 なかなか受け入れられなかった「社会に出る前に当時の気持ちを作品にしたい」と考え テーマを選んだ。　“女性の生き方”という題材は、その後の作風にも通じている。さまざまな背景や環境に身 置いて、女 たちがどう振る舞うのかを表現する。講談社主催の 「第
29回マンガオープン大賞」
に選ばれた『サニー・サニー・アン』の主人公は外国人で奔放な性格だ。自分とは全く異なるキャラクターの生き様を見てみたい、と 思いで描い 。　
子どものころから少女漫画が好き
だった。女性作家は自分よりも若い少女たちに向け、女性としての生き方を提示する。山本さんはこうした作品を読むことで、誰にも相談できなかった悩みを他人と共有できた気がした。　「漫画家に憧れていたが、なりたいとは思わなかった。ただ絵を描くきっかけになった」 。結果、芸術系の大学に進むことを決意。本学には油 で入学したが、性に合わないと、構成専攻を選ぶ。立体造形など、あらゆる講義に足を運んだ 絵とは距離を置いてきた。しか 卒業制作を目前に「自分の表現」とは何かを突き詰めていき、漫画という答えにたどり着いた。　周囲には教員になったり、企業に就
職する人も多かったが、 「芸専は作家を養成する場」と考え、作家を志すようになる。創作活動が軌道に乗るまでは、ある程度の期間が必要だ。も 会社に勤めれば仕事に追われ、活動 没頭できない。 「大学院なら、その心配はない」と 山本さんは進学を決め
　
進学後２年間で
12回もの展示会に参
加した。 即売会にも積極的に出店した。編集者と知り合い、作品を売り込むことができ、仕事ももらえた。 「プロや読者から思いがけないフィードバックを得る機会にも恵まれ、より良い漫画をつくる工夫につな った」と山本さんは語る。作品づくりにも集中でき、多数のコンペティションやコンクールに応募、受賞して雑誌 掲載され 。　
着実にキャリアを歩んでおり、現在
いくつかのプロジェクトを請け負っている。どんどん漫画を描いていきたいと意気込む山本さ 。 「尊敬する岡崎京子さんの作品の、さらに先 行くものを作りたい」と夢を語りながらも、「自分には壮大すぎる」 と遠慮がちだった。
（宇治田輝之＝国際総合学類）
■岡崎京子　
80―
90年代に活躍した漫画家。作中
で映画などを引用する手法を採用した。代表作は『ケルタースケルター』 。
旧谷田部庁舎での実演の様子（写真提供＝サイバーダイン）
耐放射線
１面へ
講義後に学生と言葉を交わす荒川さん
荒川静香さん、公開授業
１面へ
声援を受けながら、ランナーたちは一斉に走りだした
晩秋のつくばを駆ける
２面へ
全日本ラート競技選手権大会で演技する田村（写真提供＝体操部）
ラート 個人総合４連覇、全種目で優勝
６面へ
　
編集期間の真っ只中、
私はつくばマラソンに出場しました。着たＴシャツには編集部員が書いたメッセージが。しかし、何よりも上に書かれたのは「
12月５日発行」 。私
は走る広告塔の役割を背負わされた うでした。　
抜群の安定感でみんな
から頼りに Ｎ津副編集長、細かい気配りでみんなを支えてくれたＨ木さん、誰よりも大学新 ????
聞の未来を考えていたＭ田君、留学から帰ってきて、先輩としての目線でアドバイスをくれたＵ治田さん、Ｏ野さん。厳しくも温かく指導をしてくれた顧問の先生 活動のサポートをして れた広報室の方々、そして読者の方々、多くの人に支えられて編集長を務め上げることができまし 。　
次号からは叱咤激励の
うまい編集長 もと よりよい新聞をお届けできることでしょう。
（編集
長・西川大照＝社学３年）
次号は
２???
発行予定です
（月）
HALを開発
